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第７号

　
去
る
10
月
30
日
、
千
曲
市

戸
倉
創
造
館
に
お
い
て
「
県

政
対
話
集
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。千
曲
市
・
坂
城
町
地

域
を
中
心
に
お
よ
そ
２
６
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
千
曲
市
・
埴

科
郡
区
選
出
：

荒
井
県
議
が
あ

い
さ
つ
。次
い
で

倉
田
代
表
、千
曲

市
瀧
澤
副
市
長
、

坂
城
町
山
村
町

長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
改

革
・
新
風
」の
県

議
14
名
が
自
己

紹
介
を
行
っ
た
後
、
参
加
者

か
ら
発
言
を
い
た
だ
く
対
話

形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
発
言
は
8
人
か
ら
あ
り
、

聴
覚
障
害
者
か
ら
は
「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
や
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

障
害
者
の
立
場
を
十
分
入
れ

て
欲
し
い
」
な
ど
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。県
議
か
ら
は
、

「
県
条
例
（
の
検
討
）
で
は
専

門
委
員
が
集
ま
っ
て
い
る
の

で
、し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

防
災
用
備
蓄
、
新
幹
線

新
駅
問
題
、
い
じ
め
対

策
、
広
域
焼
却
場
問
題
、

農
業
の
担
い
手
対
策
な

ど
、
幅
広
く
質
問
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
会
に
は
、

手
話
通
訳
や
要
約
筆
記

の
方
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
聴
覚
障
害
者
を

は
じ
め
高
齢
者
の
方
々

か
ら
も「
助
か
り
ま
し
た
」と

好
評
で
し
た
。

　
こ
の
対
話
集
会
は
年
2
回

開
催
し
て
お
り
、
次
回
は
年

明
け
の
1
月
24
日
に
下
伊
那

郡
高
森
町
で
開
催
の
予
定
で

す（
詳
細
は
最
上
段
右
端
）。

吉川  彰一
（財務委員長）

甕　  裕一
（広報企画委員長）

下沢順一郎
（政務調査会長）

小島  康晴
（政策審議会長）

野澤  徹司
（幹事長代理）

竹内  久幸
（幹事長）

倉田  竜彦
（代表）

石和  　大
（政策審議副会長）

依田  明善
（政策審議副会長）

中川  博司
（政策審議副会長）

続木  幹夫
（広報企画副委員長）

堀場  秀孝
（政務調査副会長）

荒井  武志
（政務調査副会長）

山岸  喜昭
（政務調査副会長）

今年も会派一同がんばります！

■
経
済
・
雇
用
情
勢
へ
の

対
応

◇
県
内
産
業
の
活
性
化

県
内
企
業
の
販
路
開
拓
支
援

１
５
３
１
万
円

◇
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

確
保

補
助
公
共
事
業
費
13
億
６
６

５
０
万
９
千
円

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
４
５
５
０
万
円

高
等
学
校
の
環
境
改
善
６
２

８
４
万
９
千
円

◇
観
光
誘
客
の
促
進
　
　
　

ア
ル
ク
マ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施
１

１
７
万
３
千
円

◇
雇
用
の
創
出

　　
　
　

緊
急
雇
用
創
出
基
金
の
活
用

■
持
続
可
能
な
資
源
循

環
型
社
会
の
形
成

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
促
進
８
５

２
万
８
千
円

■
そ
の
他

児
童
養
護
施
設
の
環
境
改
善

５
５
６
万
５
千
円

指
定
管
理
者
に
よ
る
施
設
管

理◇
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

確
保

補
助
公
共
事
業
費
10
億
９
１

５
２
万
９
千
円

（
11
月
補
正
予
算
案
合
計
）　

24
億
５
８
０
３
万
８
千
円

◇
意
欲
あ
る
農
業
者
の
育
成

若
者
の
新
規
就
農
支
援
６
０

４
０
万
２
千
円

◇
雇
用
の
創
出
・
確
保

緊
急
雇
用
創
出
基
金
に
よ
る

取
組
14
億
７
０
０
０
万
円

11
月
補
正
予
算
案
合
計
41
億

８
４
３
６
万
９
千
円

う
ち
経
済
対
策
関
連
事
業
41

億
３
１
７
３
万
円

　「
改
革
・
新
風
」県
議
団
を

代
表
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、

欧
州
や
中
国
な
ど
世
界
景
気

の
減
速
等
を
背
景
と
し
て
景

気
は
急
減
速
し
、
後
退
局
面

に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
鮮
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。県
内
経

済
に
お
き
ま
し
て
も
受
注
の

減
少
や
中
国
向
け
需
要
の
伸

び
悩
み
等
に
よ
り
生
産
は
弱

め
の
動
き
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は

持
ち
直
し
の
動
き
に
足
踏
み

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち「
改
革
・
新
風
」は
、

当
面
の
県
政
課
題
に
関
し
て

積
極
的
に
調
査
活
動
を
行
い
、

昨
年
も
会
派
独
自
の
事
業
評

価
を
行
う
な
ど
他
派
に
先
駆

け
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

　
新
た
な
中
期
総
合
５
か
年

計
画
初
年
度
と
な
る
平
成
二

十
五
年
度
は
、
我
々
県
議
会

議
員
に
と
り
ま
し
て
も
任
期

の
折
り
返
し
で
あ
り
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
本

県
に
お
い
て
、
新
た
な
総
合

５
か
年
計
画
の
着
実
な
実
施

と
震
災
か
ら
の
復
興
、
県
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に

直
結
す
る
施
策
を
重
視
し
、

よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
い

県
政
運
営
の
た
め
に
徹
底
し

た
情
報
公
開
を
推
進
し
、
県

民
が
参
画
す
る
県
政
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

　
本
年
も
県
民
の
皆
様
方
の

よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　「
改
革
・
新
風
」
寺
島

義
幸
副
代
表
が
、
こ
の
度

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

長
野
３
区
か
ら
出
馬
す

る
た
め
、
県
議
会
議
員
を

辞
職
し
ま
し
た
。11
月
27

日
の
本
会
議
で
挨
拶
し
、

「
21
年
余
の
議
員
生
活
で

高
速
交
通
網
の
進
展
、
長

野
冬
季
五

輪
の
成
功

が
思
い
出

深
く
、中
期

総
合
計
画

策
定
や
議

会
改
革
に

参
画
で
き

た
こ
と
は

財
産
。今
後

も
住
民
一
人
一
人
の
目
線
で

心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
渾
身
の
努
力
を
し
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
総
選
挙
の
結
果
、
小
選
挙

区
で
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

１１月
 定例会

41
億
８
４
０
０
万
円
余

　  

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

41
億
８
４
０
０
万
円
余

　  

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

長
野
県
議
会 

改
革
・
新
風 

代
表 

倉
田 

竜
彦

代
表
年
頭
ご
あ
い
さ
つ

代
表
年
頭
ご
あ
い
さ
つ

県
政
対
話
集
会

県
政
対
話
集
会

寺
島
副
代
表
が
辞
職

寺
島
副
代
表
が
辞
職

　
10
月
22
日
、
県
政
全
般

に
関
す
る
基
本
的
施
策
27

項
目
と
各
部
局
別
1
9
1

項
目
の
合
計
2
1
8
項
目

に
及
ぶ
「
平
成
25
年
度
予

算
編
成
と
当
面
の
課
題
に

関
す
る
提
案
書
」
を
阿
部

知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。主
な
要
望
及

び
知
事
の
コ
メ
ン

ト
は
次
の
通
り
で

す
。

◎
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
で
の
予
算

編
成
は
、県
民
生
活

を
重
視
し
た
施
策

を
柱
に「
経
済
対
策

予
算
」と
す
る
こ
と

「
政
局
優
先
の
国
へ

の
対
応
に
は
議
員

各
位
か
ら
も
協
力
願
い
た

い
。予
算
の
執
行
状
況
の

わ
か
り
や
す
さ
に
は
工
夫

し
て
い
る
」

◎「
新
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」の

策
定
に
つ
い
て
、
県
民
の

暮
ら
し
に
直
結
し
た
視
点

で
策
定
さ
れ
、
総
合
交
通
政

策
局
の
設
置
を
検
討
す
る
こ

と「本
来
な
ら
新
総
合
計
画
に

合
わ
せ
る
形
が
望
ま
し
い
が
、

必
要
で
あ
れ
ば
組
織
を
見
直

す
」

◎
中
学
校
の

30
人
規
模
学

級
に
つ
い
て
、

市
町
村
や
教

育
現
場
と
連

携
し
て
三
学

年
へ
の
導
入

を
行
う
こ
と

「
中
一
、中
二

へ
と
順
次
対

応
し
て
お
り
、

三
学
年
対
応

予
定
」

◎
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
継

続
に
つ
い
て
は
、
間
伐
材
の

活
用
と
流
通
に
力
点
を
置
き
、

県
民
や
観
光
客
に
わ
か
り
や

す
く
推
進
す
る
こ
と

「
使
途
が
わ
か
る
形
で
運
用

し
た
い
」

◎
外
国
資
本
か
ら
水
資
源

を
守
る
た
め
『
水
資
源
保

全
条
例
（
仮
称
）』
を
制
定

す
る
こ
と

「
所
有
権
と
の
関
連
は
あ

る
が
水
源
を
守
る
観
点
で

対
応
し
た
い
」

◎『
新
た
な
事
業
点
検
』は

第
三
者
評
価
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
絶
え
ず
見
直
し
、

充
実
を
図
る
こ
と

「
試
行
結
果
を
踏
ま
え
て

ど
の
点
を
残
す
か
検
討
す

る
」

◎
県
短
期
大
学
の
４
年
制

化
は
県
内
産
業
育
成
に
必

要
な
人
材
育
成
を
担
う
高

等
教
育
機
関
と
な
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と

「
中
長
期
的
視
点
で
対
応

し
、
で
き
る
限
り
県
民
に

理
解
を
得
ら
れ
る
形
で
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
に
丁
寧

に
対
応
す
る
」

　
本
提
案
書
は
冊
子
に
ま

と
め
、
ご
要
望
に
応
じ
て

お
届
け
致
し
ま
す
。ご
希

望
の
方
は
会
派
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

阿
部
知
事
に
提
言

長野県議会
改革・新風 県政対話集会
2013年１月24日（木）  ６時30分～
高森町福祉センター  ２F大ホール 入場

無料
入場
無料

皆様 お気軽にお出掛けください

P
M
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長野県議会 改革・新風
みなさまのご提言やご要望をお寄せ下さい。

団体営事業補助充実を！

　
議
会
改
革
調
査
会
で
は
、

昨
年
の
北
部
地
震
へ
の
対
応

の
反
省
か
ら
、
大
規
模
災
害

等
へ
の
議
会
と
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
岩
手

県
議
会
の
取
組
な
ど
を
参
考

に
、
県
に
「
災
害
対
策
本

部
」
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に

は
、
連
動
し
て
県
議
会
に
も

「
災
害
対
策
連
絡
本
部
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
平
野

議
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
当
初
の
混
乱
し

て
い
る
と
き
に
、
個
々
の
県

会
議
員
が
個
別
に
対
応
す
る

こ
と
を
避
け
、
議
会
と
し
て

情
報
を
共
有
し
、
被
災
さ
れ

た
県
民
の
要
望

等
を
と
り
ま
と

め
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
議
員
有
志
で
つ
く
る
「
土

地
改
良
研
究
会
」
で
は
、
農

業
農
村
整
備
事
業
の
予
算
確

保
、
農
業
用
水
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
の
推
進
な
ど
阿

部
知
事
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
知
事
か
ら
は
、
農
業
農
村

を
守
る
の
は
県
政
の
基
本
で

あ
り
、
予
算
編
成
の
中
で
検

討
し
た
い
と
の
見
解
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

長
先
生
が
飯
田
市
出
身
と
の

ご
縁
も
あ
り
、
学
力
向
上
の

取
組
や
「
よ
の
な
か
科
」
、

部
活
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

様
々
な
学
校
改
革
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
視
察

の
成
果
を
是
非
具
体
化
し
て

ほ
し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
永
福
学
園
は
平
成
19
年

に
開
校
し
た
大
規
模
な
特

別
支
援
学
校
で
、
喫
茶
店

や
介
護
室
な
ど
現
場
そ
の

も
の
の
教
室
が
あ
り
、
知

的
障
害
の
軽
い
生
徒
全
員

の
企
業
就
労
を
目
指
す
取

組
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
進
学
重
点

の
学
力
向
上
、
連
携
型
中

高
一
貫
校
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
取
り
組
む
神
奈
川
県

立
光
陵
高
校
、
県
立
歴
史

博
物
館
、
神
奈
川
県
企
業

庁
（
電
気
事
業
）
、
エ
ン

カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
に
取

り
組
む
東
京
都
立
蒲
田
高

校
、
杉
並
区
立
和
田
中
学

校
、
進
学
指
導
重
点
校
で
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
取
り
組
む

都
立
日
比
谷
高
校
、
都
立

永
福
学
園
を
調
査
、
視
察

し
ま
し
た
。

　
和
田
中
学
校
で
は
、
民

間
か
ら
招
か
れ
た
代
田
校

文
教
企
業
委
員
会
県
外
調
査

文
教
企
業
委
員
会
県
外
調
査

土
地
改
良
事
業

の
推
進
を

　
上
下
伊
那
の
県
議
で
企
画

部
長
を
招
き
、
飯
田
線
の
駅

無
人
化
方
針
へ
の
対
応
な
ど

協
議
し
ま
し
た
。
市
町
村
と

力
を
合
わ
せ
、
県
が
窓
口
に

な
っ
て
責
任
を
持
っ
て
対
応

す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

駅
無
人
化
へ

 

の
対
応
協
議

大
規
模
災
害
へ

 

の
議
会
の
対
応

神
奈
川
県・東
京
都
を
視
察

和田中学にて

永福学園にて

　
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

■
備
蓄
に
つ
い
て

【
小
島
】意
識
啓
発
等
の
取

り
組
み
は
？

【
危
機
管
理
部
長
】３
日
間

は
住
民
自
ら
の
備
蓄
で
賄
う

よ
う
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

■
通
信
網
の
整
備

【
小
島
】電
源
確
保
も
含
め
、

発
災
直
後
の
通
信
網
の
確
保

は
？

【
危
機
管
理
部
長
】非
常
用

発
電
機
、
地
上
系
と
衛
星
系

の
２
方
式
の
防
災
行
政
無
線
、

衛
星
携
帯
電
話
と
、
３
つ
の

レ
ベ
ル
で
確
保
し
て
い
る
。

■
防
災
訓
練
の
あ
り
方

【
小
島
】大
震
災
以
降
、
本

部
の
体
制
や
防
災
訓
練
な
ど

の
工
夫
は
？

【
危
機
管
理
部
長
】災
害
対

策
本
部
を
防
災
関
係
機
関
が

一
堂
に
会
す
よ
う
配
置
変
更

し
た
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
強
化

も
行
っ
た
。
訓
練
も
、
よ
り

実
践
的
な
も
の

に
工
夫
し
た
。

■
人
材
等
の
育

成
に
つ
い
て

【
小
島
】系
統

的
な
人
材
育
成

な
ど
、
部
職
員

の
専
門
性
の
維

持
向
上
を
。

【
危
機
管
理
部

長
】現
職
警
察

官
の
出
向
、
現

職
自
衛
官
を
の
受
け
入
れ
、

専
門
機
関
へ
の
研
修
派
遣
な

ど
に
よ
り
、
専
門
性
の
確
保

と
向
上
に
努
め
た
い
。

■
市
町
村
と
の
連
携

【
小
島
】災
害
対
応
に
追
わ

れ
る
市
町
村
現
場
か
ら
の
情

報
収
集
へ
の
県
の
支
援
は
？

【
危
機
管
理
部
長
】市
町
村

で
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
た
場
合
に
は
、
職
員
を
派

遣
し
て
、
情
報
収
集
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

■
道
路
網
整
備
に
つ
い
て

【
小
島
】東
日
本
大
震
災
で

は
、
「
三
陸

道
路
」
が
避

難
や
緊
急
物

資
輸
送
に
大

変
役
立
っ
た

と
の
こ
と
。

こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う

に
道
路
整
備

を
進
め
る

か
？

【
建
設
部
長
】県
で
は
緊
急

輸
送
路
を
指
定
し
て
い
る
。

5
か
年
計
画
に
お
い
て
、
引

き
続
き
重
点
的
に
推
進
す
る
。

■
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方

【
小
島
】大
規
模
災
害
対
応

に
限
ら
ず
、
常
に
職
員
や
組

織
の
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
日
頃
か
ら
部
下
職
員

に
「
任
せ
る
べ
き
は
任
せ
る

姿
勢
」
が
肝
要
で
あ
る
。

【
阿
部
知
事
】そ
れ
ぞ
れ
の

職
員
が
主
体
的
に
能
力
を
発

揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
環
境

づ
く
り
を
し
た
い
。

　
新
た
な
総
合
５
か
年
計

■
中
期
財
政
見
通
し

【
小
島
】５
か
年
計
画
と
財

政
の
中
長
期
見
通
し
は
、
セ

ッ
ト
で
示
さ
れ
る
の
か
？

【
総
務
部
長
】来
年
度
の
当

初
予
算
案
の
公
表
の
際
に
財

政
試
算
を
お
示
し
す
る
。

■
新
た
な
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

【
小
島
】リ
ニ
ア
開
通
後
、

本
県
が
７
千
万
都
市
圏
の
真

ん
中
と
な
る
と
い
う
視
点
で
、

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る

べ
き
。

【
企
画
部
長
】長
野
県
の
将

来
に
活
か
し
、
そ
の
開
通
効

果
を
最
大
限
に
波
及
さ
せ
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

■
地
域
公
共
交
通
の
確
保

【
小
島
】飯
田
線
駅
の
無
人

化
な
ど
、
個
々
の
市
町
村
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題

が
あ
り
、
県
の
果
た
す
役
割

を
明
確
に
す
べ
き
。

【
企
画
部
長
】県
と
市
町
村

が
、
適
切
な
役
割
分
担
の
下

に
、
連
携
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

■
信
州
独
自
の
自
治

【
小
島
】「
信
州
独
自
の
自

治
」
は
、
市
町
村
と
十
分
な

連
携
、
協
議
の
上
、
進
め
る

べ
き
。

【
阿
部
知
事
】県
が
勝
手
に

仕
組
み
を
作
る
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
ず
、
市
町
村
と
し

っ
か
り
問
題
意
識
を
共
有
し

進
め
た
い
。

■
「
信
州
人
」
と
は

【
小
島
】「
政
策
推
進
の
基

本
方
針
」
に
あ
る
「
信
州

人
」
と
は
？
知
事
自
身
は

「
信
州
人
」
か
？

【
阿
部
知
事
】基
本
的
に
長

野
県
民
の
こ
と
。
私
も
当
然

「
信
州
人
」
の
一
人
。

【
小
島
】長
野
県
出
身
で
一

生
懸
命
信
州
の
こ
と
を
思
っ

て
い
る
人
は
「
信
州
人
」
だ

と
考
え
る
。
議
会
が
総
合
計

画
を
議
決
す
る
。
そ
れ
ま
で

の
過
程
で
、
言
葉
一
つ
に
も

こ
だ
わ
り
、
よ
り
よ
い
計
画

に
し
た
い
。

止まってしまった役場の時計

壊滅した市街地

　県
政
報
告
第
23
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
議
会
で
は
、
岩
手
県
や
宮
城
県

の
被
災
地
の
視
察
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
を
行
う

こ
と
や
、
新
た
な
総
合
計
画
や
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
姿
勢

を
質
し
ま
し
た
。

大
規
模
災
害
に
確
か
な
備
え
を

大
規
模
災
害
に
確
か
な
備
え
を

11月県議会

一般質問

夢
も
あ
り
、実
現
性
も
あ
る
総
合
計
画
の
策
定
を

夢
も
あ
り
、実
現
性
も
あ
る
総
合
計
画
の
策
定
を

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

新
た
な
総
合
５
か
年

計
画
に
つ
い
て

新
た
な
総
合
５
か
年

計
画
に
つ
い
て

新
た
な
総
合
５
か
年

計
画
に
つ
い
て

新
た
な
総
合
５
か
年

計
画
に
つ
い
て

佐
々
木
副
議
長
の
下
、通
算
21
回
目
の
一
般
質
問

　昨年末に国政では政権が交代しまし

たが、今年こそよい年になりますよう

「県民の生活が第一」を基本に、政務

調査活動に誠心誠意取り組んでまいり

ます。ご意見・ご要望等お気軽にお寄

せくださるようお願いいたします。

謹賀新年謹賀新年

（公職選挙法により市内への年賀状は欠礼いたします）


